
 

タ
コ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
魅
惑
の
島

　
「
ウ
ァ
ー
、
吸
い
つ
か
れ
た
！　

早
く

海
に
放
そ
う
！
」
あ
ち
こ
ち
で
奇
声
が
挙

が
る
。初
め
て
の
稚
ダ
コ
の
放
流
体
験
は
、

地
元
小
学
校
の
子
供
達
の
里
海
学
習
。
兵

庫
県
の
タ
コ
と
言
え
ば
「
明
石
ダ
コ
」
が

有
名
。
明
石
と
は
明
石
海
峡
で
陸
は
離
れ

て
い
る
が
、
海
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
流

れ
の
速
い
海
峡
周
辺
で
育
っ
た
こ
の
地
の

タ
コ
も
、
身
が
引
き
締
ま
り
味
も
い
い
。

　

瀬
戸
内
式
気
候
で
少
雨
の
た
め
、

２
万
３
０
０
０
も
の
農
業
用
た
め
池
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
利
用
し
て
栽
培
さ

れ
る
玉
ネ
ギ
が
淡
路
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。
新
玉
ネ
ギ
の
旬
は
３
月

下
旬
〜
５
月
初
旬
。
訪
ね
る
と
整
然
と
区

画
さ
れ
た
畑
全
体
を
埋
め
尽
く
し
て
い

た
。
甘
味
さ
え
感
じ
る
新
玉
ネ
ギ
を
求
め

て
、
わ
ざ
わ
ざ
県
外
客
が
足
を
伸
ば
す
ほ

ど
。
緑
豊
か
な
森
と
青
い
海
を
背
景
に
、

色
鮮
や
か
に
咲
く
花
畑
、
県
立
「
あ
わ
じ

花
さ
じ
き
」
も
人
気
だ
。

　
季
節
も
の
と
言
え
ば
、
鳴
門
海
峡
の
渦

潮
も
そ
う
で
、
特
に
大
潮
の
時
は
迫
力
満

点
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
も
つ
な
が
る

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
の
願
い
も
強

い
。
海
と
島
の
魅
力
を
存
分
に
活
か
し
た

今
後
の
発
展
が
楽
し
み
だ
。

音と風と飛沫で体感「鳴
門の大渦」。 淡路島を
背に撮影

放流用のマダコ。 明石
海峡で大きく育て！

兵庫県立 「あわじ花さじき」

文
・
撮
影
／
高
野 

弘
：
水
中
・
水
辺

の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
高
知

県
出
身
、
大
阪
府
豊
中
市
在
住
。
国

内
外
の
水
中
・
水
辺
を
テ
ー
マ
に
撮

影
、
国
内
外
の
新
聞
、
雑
誌
、
広
告

な
ど
に
掲
載
・
採
用
さ
れ
る
他
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
香
港
、
中
国
な
ど
在
日

の
各
国
政
府
観
光
局
か
ら
の
撮
影
・

取
材
依
頼
も
多
数
。
執
筆
や
公
演
も

手
掛
け
、
加
え
て
自
ら
が
作
詞
・
作

曲
し
た
歌
に
乗
せ
て
自
然
の
尊
さ
を

ギ
タ
ー
で
弾
き
語
る
「
高
野
弘
フ
ォ

ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
主
催
す
る
な
ど

多
彩
。（
検
索
：
ア
ク
ア
イ
メ
ー
ジ
）

淡路島 兵庫県

眼下に広がる緑が鮮やかな玉ねぎ畑のパノラ
マと、陽光をたっぷり浴び育つ新玉ねぎ（下）
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